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「明治大学書館の収書に関する基本方針」
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1は じめに
大正12年 の 関東大震 災で 、本 学図書 館の蔵 書 は貸 し出 し中の僅 かな冊 数
を残 して 、ほ ぼ全 て を灰塵 に帰 した。焼 失 冊数 は和漢書41,247冊 、洋書14
.,723冊 、総 数55,97C冊1で あ った とい う。 だ が 、それ よ り15年 前 の 明 治
42年12月1日 調 べ の蔵 書数 は、和 書51,857冊1原 書12,129冊 、計63,986
冊 と報 告2さ れ てい る。震 災 当時 の蔵 書 が実 際 に どれ ほ どの もので あ った
か 、 目録 、原 簿 を含 む 事務 書類 一切 を焼 失 して しま った今 とな って は正 確
に掴 む こ とは難 しい。 それ で も 「明 治 法学3」 、 「学 業4」 、 「明治 大学 学 報
5」、等 に掲載 され て い る寄贈 書 目や新 刊紹 介 、図書 館記 事 、また 、片 山昭
蔵 元 図 書館 事務 部 長 執筆 の 『明治 大学 図 書館 史 増補 改 訂版6』 な どを手 が
.か りに垣 間見 た ところ で は、本 学 の教 員 で あ った シ ュテル ンベ ル ク7の 旧
蔵 書3,000冊 や ボ ワ ソナ ー ド文 庫2,347冊 を は じめ と し、法 律 、政 治 、 商
業 等 の分 野 に優 れ た蔵 書 を有 してい た こ とが知 られ る。
堆いいざわ ・ふみお/図 書館庶務課
1「明治大学学報」97,大 正13.12.15,p.272「明治大学学報1,明 治43.1.1,p.563
明治法学会,明 治31.9.?創 刊
4明 治大学学友会,明 治43.?.?創 刊5明治大学,大 正5.10.?創 刊6
明治大学図書館報別冊8,1996.3.22
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ボワソナー ド文庫は、本学 ともゆか りの深いボ ワソナー ド8を記念 して、
法律 ・政治 ・経済に関する書籍を収集 し、衆人の閲覧に供 して世の便益を
図 ることを目的に、有志に よって設置 され帝国教育会書籍館に置かれてい
たが、明治41年 に本学 に寄託 された。図書館ではこれを機に、同文庫設
立の趣 旨を反映す る形で規則 を改訂 し、借覧料3銭 をもって図書館を一般
に公開 した。大学図書館の公開は、今 日社会の強い要請 によってよ うや く
重い腰が上が りかけたたところであるが、本学は100年 も前にこの実績を
もつ先駆者であった。蔵書の内容は詳 らかではないが、時代 と社会に貢献
し得る重要資料であったか らこそ、本学 をして公開利用に踏み切らせた も
のであろ う。 まさに、本学のアイデ ンティテ ィを具現するものであったに
違いないのだが、大震災で一切 を失い、それ によって図書館公開も廃止 さ
れて しまったのは何 とも残念なことであった。
図書館の再興は全国の有力大学図書館等へ寄贈依頼 を行 うところが ら始
まった。震災後に新たに記載を始めた図書台帳 を見れば、様々な機関か ら
協力を受けていることがよく分かる。偶然 にも昨年、私大図書館協会の西
洋古版本研究分科会に参加 している文献情報課の鈴木秀子を通 じて、一橋
大学図書館 か ら寄贈依頼状が発見 された との知 らせがあ り、同館の特別の
計 らいでこれを譲 り受 けることがで きた。
大震災か ら75年 が経過 し、蔵書数は170万 冊を超えるまでに至った。こ
れは偏に先人の努力の賜物 とい うべきである。収書にあたっては、総合大
学にふ さわ しく各学問分野の基本 図書バ ランスよく収蔵することが心がけ
られ、時々に貴重資料 も購入 され てい る。だが、かねて本学図書館 には収
書の哲学がないとの指摘が されてきた。本号の高橋美子の論考でも触れ ら
れているように、奥村藤嗣司書長のよ うな書誌学に深甚な見識をもった希
有 な人物に リー ドされた時代 もあったが、氏の蔵書構築 にかける情念が今
日に引き継がれてい るとは言い難 い。 この反省 もあって、1978年 に図書館
の将来構想 であ る 「U-PLAN21」 で、21世 紀に向けての特色ある蔵書構
築の問いかけがなされた。 その後1993年 に、同 じく本号で森副館長が詳
述 しているとお り、 「明治大学図書館の収書に関す る基本方針」(以下 「基
本方針」とい う)が 策定 され、ここに初 めて本学図書館の収書理念が打 ち
立て られたのである。
8Boissonade,GustaveEmi1.1825-1910,フ ランス,法学者
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収書委員会(斎藤i哲委員長)は1997年 度から、館長、副館長をオブザー
バーに加えて、蔵書の個性化に向けて具体的な検討を始めている。後藤館
長は常々蔵書の個性化について述べる時、これまでの本学の教育研究と図
書館の歴史が築いてきたス トックを活かすところがら始めるべきであると
説いている。本稿はそうした状況のもとで、本学図書館が貯えてきた特色
ある資料群と今後の発展の可能性について、図書館庶務課の今井昌雄と金
澤敦子、生田図書館の中村正也の協力を得て調査し、収書委員会の検討材
料として提出 した資料に、若干の加筆と私見を加え',.たものである。
以下の、2か ら4ま での見出し項目は、おおむね 「基本方針」の 「収書方
針(2)特 色ある資料」に沿っている。数量は1996年 度現在の概数であり、
o内 は主たる所蔵館と概数、資料群の配列は順不同である。
2既 に特色ある資料群を形成 しているものの発展・
充実
「基本方針」は、すで に様々な契機で系統的 に収集 され、特色ある資料
群 を形成 しているものについては、収集 を安易に中止することな く、一層
充実 させ るべ きであり、さらに、蔵書調査 をお こなって発展の可能性のあ
る資料群 を掘 り起 こす必要性 を うたっている。
2.1地 方史 誌(中 央 図書 館、18,000冊)→ 「5地 方史 関係 資
料 」参 照
全国の自治体で戦後の史話編さん事業がピークを迎えていた1970年 代
頃より意識的に収集するようになった。以前には、蔵田伊人氏旧蔵の古地
誌などがあった。また1985年 には故萩原龍夫文学部教授の貴重な旧蔵史
話600冊 が加わった。史話類は通常商業的な流通ルー トにのらないため入
手には困難が伴 うが、新刊については神田の史話扱いに通暁した書店を通
じて網羅的な収集に努めており、古書についても古書店に定期の見計らい
納品を依頼するなどして組織だった収書が行われている。関連して、地方
出版社が刊行する郷土史研究書、郷土史研究団体の刊行物などにも目を
配っている。また、各地域の教育史、議会史、警察史、文学全集など分野
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史の充実も図っている。
2.2中 国 ・韓 国地 方史(中 央 図書 館)
中国の地方史としては、『中国方志叢書』(全7,000冊 刊行予定、現在4,500
冊まで受入)、 『中国地方志』、『中国地方志集成』、『中国地方志叢書』、
『日本蔵中国手見地方志叢刊』、『稀見中国地方史彙刊』などの大型資料を
継続 して受け入れている他、1994年 度には、中国人民政治協商会議の清
末から民国期の歴史、文化、風俗の内部資料を集成 した 『文史資料集成』
全124冊 を購入 した。韓国のものでは、『韓国邑誌総覧』(現在136冊 まで)
や 『韓国地方史資料叢書 全30巻 』、『ソウル六百年史 全9巻 』等がある。
なお、戦前から戦後にかけての一時期、韓国 ・朝鮮の校友から地域資料の
寄贈を受けている。
2.3盧1田 文 庫 古 地 図 コ レク シ ョ ン(中 央 図 書 館 、1,500点)
1957年 に地理学者薦田伊人氏の蔵書3,000点 を購i入。江戸時代の地誌類
や 『旧高 旧領取調帳』(写本)な どの図書 と古地図か らなる。古地図 は日
本図が1,400点 、中国図 ・朝鮮 図 ・世界図が100点 で、 日本図は江戸初期
から戦前期 にまで及び、樺太 ・蝦夷か ら琉球 ・沖縄 まで全国にわたってい
る。種類 も 日本全図、国絵図、町 ・村図、道 中図、鳥喰図、海図、地形図
と多様である。図書館収蔵のコレクシ ョンの うち、外部か らもっとも利用
依頼 の多い資料 である。『明治大学図書館所蔵盧 田文庫古地図 目録 日本 図
編』(1994)の 刊行 を機に古地図コ レクシ ョンとして発展 ・充実を図 るこ
ととし、予算措置を講 じて新規 に購入 し蓄積 してい る。
2.4地 図資 料
藍 田文庫古地図 コレクションとは別 に、近代図の充実 も図っている。国
内図では国土地理院の各縮尺の地形図が揃 う。また、文学部史学地理学科
の協力で土地分類基本調査図も継続受入 している。外国図では、旧ソビエ
ト連邦政府地図局の制作で極秘とされてきた地勢図である 『Topographical
maps』8,000枚 を1993年 度か ら5年 掛か りで購入 したほか、アフリカ図や
ヨー ロッパ都市図などもある。近代図は人文科学研究所 も重点収集 をして
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いるが、新図書館で計画 している地図室に統合化 し、一層の充 実を図るこ
とも考慮 されて よいのではなかろ うか。
2.5ア フ リカ文庫(中 央 図書館 、 洋書2,700冊 、洋雑 誌300
種)
1979年 に詩人 としても名高いセネガル共和国のサンゴール大統領に、本
学が名誉博士号 を授与 したのを機 に、大学が2,000万 円の基金で拠出 し、
短期大学内にアフリカ文化関係資料 を収集 した記念文庫を設置 したことに
始まる。故川上や まと短大教授、故柴 田政利商学部教授、土屋哲名誉教授、
中原精一元短大教授 らのアフリカ研究会のメンバーが運営にあたった。現
在は、図書館に移 され、収書委員会の下部組織であるアフ リカ文庫選定委
員会(高 田勇文学部教授 を委員長 のもとアフリカをフィール ドとす る各分
野の教員5名 で構成)が 選書に当たっている。収集範囲は発足の経緯から、
サンゴールを中心とす る旧フランス語圏のアフ リカ文学、文化 、思想、歴
史書 を中心 とし、現在は官庁出版物、参考書、書誌、言語辞典、地図、美
術 、自然科学、建築等に も広げ老いる。文庫以外の蔵書の中か らアフ リ涛
関係の洋書(現 在4,500冊)の 目録デー タをあわせて、『明治大学図書館所
蔵 アフリカ文庫 目録』(1994)と して刊行 した。
2.6ド イ ツ 史(中 央 図 書 館)
当該分野2,000冊 に、政治史、労働 ・社会運動史、社史等 を加 えると相
当数になるもの と思 われ る。特 に ドイツ語 の基本文献 は充実 していると
いわれている。学内でも研究者の多い分野であ り、 日常的な収集 と活発な
研究が相乗効果 となって、蔵書の質量を増幅 した結果 とい うことができよ
う。1995年 度から96年 度には2年 ががか りで、 ドイツの歴史学者カール ・
ボーズルの旧蔵書 を受入れ 、カール ・ボーズル文庫 を設置 した。文庫は ド
イ ツ ・ヨー ロッパ 中世史、社会史、バイエルン ・ボヘ ミや地方史を中心と
して、図書13,000冊 、抜 き刷 り10,000点 か らな る大型の ものであ り、こ
れによ りドイツ史関係資料は大 きく発展 した。詳 しくは本号の三宅立論文
参照。
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2.7フ ラ ン ス 法 等 法 学 資 料
本 学 の創 設 の経 緯 か らして も、 フ ラ ンス 法 を 中心 とす る法学 資料 は本
学 の ア イ デ ンテ ィテ ィ と深 く関 わ って い る。 近 年 で は 、 フ ラン ス最 高裁
の 重要 判 例集(Bulle七indesarretsdelaCourdecassas七ionChambresci
viles.1792-1985)や 、 フラ ンス行 政 裁 判判 例 集(RecueildesDecisiondu
Conseild'Eta七,statuan七auconten七ieudxduduTribunaldesConflits
etdesJugemen七sdesTribunauxAdministra七漉.1800-1971)な どの購入
が あ る。我 が国近 代法 学教 育の草 創期 きであ る明 治期 の 関係資 料 を完全 に
揃 え る こ と も一 つ の方 法で あ ろ う。
2.8議 会資 料(中 央 図書館)
図書館大学院分館があった時代から重点的に収集 している。旧西 ドイツ
及びイギリスの国会議事録は過去からほぼ網羅し、アメリカ合衆国議会の
各種委員会資料は選択的に購入,'している。フランス官報等も揃っている。
2.9外 国の 学 位論 文(中 央図書 館 、8,700冊)
故野田孝明法学部教授から寄贈を受けた19～20世 紀初頭の ドイツ民法
関係を基礎に、継続購入を行っている。本学の学位論文は前述のように
「明大文庫」で収集 している。学位論文は現在の学問水準を最もよく示す
ものであり、記念論文集と共に大学図書館の重要資料である。
2.10日 本近 代 文学 文庫(和 泉 図書館 、3,000冊)
小林秀穂元予科長の寄贈書(文学、哲学書100冊)を もとに、昭和22年
に 「小林文庫」として設置。明治から昭和戦前期までの文学書の初版本 コ
レクションである。日本文学の授業で薫り高い文学書初版本を学生に触れ
させたいとの考えからであったと伝えられる。1991年 に故佐藤正彰元図書
館長 ・文学部教授の旧蔵書を受け入れるにあたって現名に改称した。。佐
藤正彰旧蔵本の中には中原中也 『山羊の歌』のサイン本など貴重書が多く
含まれる、1996年 には宮沢賢治 『春と修劉 、『注文の多い料理店』、1997
年には萩原朔太郎 『月に吠える』 のアルス版等を購入 した。
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2.11社 史 ・団 体 史
以前より古書の購入も含め、ある程度意識的に収集されてきているが、
新刊書については寄贈に頼る現状にある。1996年 度からは就職部に寄贈
される社史を継続的に受け入れている。経営学部及び社会科学研究所でも
相当数が収蔵されており、これとの関連付けも必要である。図書館では各
会社 ・団体の業種 ・専門分野によって分類配架 しているため、一個所に集
中せず、利用 し難い面もある。特色ある資料群として発展させ、利用効率
をあげるにはこの点も考慮の余地があるのではなホろうか。
2.12記 念 論 文集
一時期、中央本館と和泉図書館で積極的に収集 したことがあるが、数量
等は不明。研究者の功績や、団体の歴史的経過などを記念 した論文集は、
当該学問 ・研究の到達点あるいは集成ともいえるもので、大学図書館とし
ての基本資料であるといえよう。
2.13重 要 文化 財建 物 等報 告書(生 田図書館 、1,120冊)
文化財建造物保存協会や各地の教育委員会が編集 ・発行する国宝および
重要文化財建物等の修理工事報告書類。過去に稲垣栄三元理工学部教授か
らまとまって寄贈され、現在も建築史研究室を通 じ継続して受け入れてい
る。戦前のものも若干含み、昭和28年 以降分は殆 ど揃っている。
2.14書 誌書 目(中 央 図書 館 、20,000冊)
書誌書目は図書館サービスの基本ツールとの考えから、昭和初期より積
極的に収集を開始 し、昭和27年 に事務室備え付けの特殊文庫とした。主
に業務用として用いてきたが、現在は利用者に開放している。和漢洋古今
にわたり、あらゆる分野の主題書誌 ・解題書目、稀書善本 目録、書店の販
売 目録、国会図書館 ・大学図書館 ・専門図書館等の蔵書目録など。『明治
大学図書館所蔵書誌 目録』(1973)が ある。
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2.15女 性 問題 関係 資 料(中 央 図書 館)
収集開始時期等は不詳であるが、短大からの要望があって収書を始めた
もので、特別資料費に予算の枠を設け、僅かずつではあるが、毎年関係資
料を購入 している。
2.16近 世 文学(中 央 図書館)
1997年 に亡くなった水野稔文学部教授が意欲的に収書に当たった洒落
本、読本、草双紙類には見るべきものが多い。滝沢馬琴の 『南総里見八犬
伝 全106冊 』の初版本は特に注目される。『明治大学図書館所蔵近世文学
資料展示 目録』(1987)が ある。
3本 学のアイデンティテ ィを確認するもの
「基本方針」は本学関係の資料や教職員 ・学生 ・校友らの著作、本学の立
地に関わる資料の収集を掲げている。狭義に解釈してのアイデンティティ
ということになろうか。
3.1明 大 文 庫(中 央図 書館 、7,000冊 、雑 誌300種)
昭和初期に、関東大震災後の図書館復興の取り組みの一環として収集を
開始 したもの。本学関係の名簿、大学案内、学位論文の原本、大学史、業
務資料、教職員 ・学生・校友の著書、大学の刊行物、本学関係者の伝記 ・研
究資料などを収蔵。近年は古書等の購入 もしているが、基本的に発行者 ・
著者からの寄贈に頼っているため、網羅性に問題を残 している。
3.2地 域 資 料(各 館)
「収書方針」で、中央図書館、和泉図書館、生田図書館それぞれの立地
に関わる地域資料を収集す ることとしてお り、それぞれに対応 している
が、必ず しも組織的な収集 といえるまでにはなっていない。
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3.3布 施 辰治 旧蔵 本(中 央 図書館 、600点)
明治35年 の明治法律学校の卒業で、弁護士として活躍 した布施辰治の
旧蔵書を1962年 に遺族から受贈したもので、布施が関わった弁護関係資
料、自著など。『布施辰治旧蔵本 目録』(業務用)が ある。詳 しくは、本号
の中村正也 ・今井昌雄論文を参照。
3.4木 村文 庫(中 央 図書館 、3,400冊 、 雑誌10種)
故木村亀二法学部教授の旧蔵書で、刑法を中心とした社会科学関係文献、
3.5紫 紅 園 文 庫(中 央 図 書 館 、1,200冊)
故春 日井薫総長 ・商学部教授の旧蔵書で 、古典学派前後 を中心 とす る
金融関係の洋書のコレクション。『CatalogueoftheShikouenLibrary(Bu
nko)』(1973)が ある。
3.6林 文 庫(中 央 図 書 館 、 和 書5,035冊 、 洋 書4,657冊 、 和
雑 誌3,841冊 、 洋 雑 誌642冊)
故林達夫文学部教授の旧蔵書。1988年 に受贈。哲学、社会思想 、芸術、
文学な どか らなる。林氏 の知の宇 宙を通観 できるものにす るとの方針 か
ら、独 自の分類法によ り、林家の書架の配置状況をほぼ忠実に復元 した。
箱、カバーか ら栞、付箋の類 もそのまま残 し、目録には書き込み有無につ
いて も記載 してある。 また、内容見本や 出版社のカタロ久 演奏会パ ンフ
レッ ト、コピー資料 に至るまですべてを保存する。 このような保存形態は
本学図書館 として初 めての試みであるばか りか、館界、学界において も注
目を集 めた。『明治大学図書館所蔵林達夫文庫 目録』(1992)が ある。
3.7東 京裁 判 関係 資料(中 央 図書 館)
故鵜沢聡明総長から寄贈を受けたもの。太平洋戦争後に極東軍事裁判の
日本側弁護士団長を勤めた。段ボール25箱 分に上るが、現在にところ未
整理のまま貴重書庫に保管されている。
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3.8旧 尾佐 竹文 庫(中 央 図書 館)
故尾佐竹猛法学部教授の研究業績を記念して没後に設置されたものであ
るが、昭和40年 代頃に解体されて、一般書に組み込まれた。尾佐竹は明
治法律学校を卒業後、判事として活躍する傍ら明治維新史や明治文化の研
究にも打ち込み、吉野作造や宮武外骨 らと明治文化研究会を興し、『明治
文化全集』全24巻 などを編集 した。旧文庫はこれ らに関わる1,200点 から
なるものと推定されるが、文庫解体の理由は不詳である。
3.9志 田 文 庫(中 央 本 館,6,000冊)
故志 田金甲太郎総長の旧蔵書。商法 を除 く各分野の法律書、経済、商業、
財政、社会学、統計 、社会政策な ど。『明治大学図書館所蔵志田文庫 目録』
(1998)が ある。
3.10そ の 他
故萩原龍夫文学部教授旧蔵の我が国の民俗 ・宗教史関係図書、故中村光
夫文学部教授旧蔵のフローベルなどフランス文学関係の原書、故小川美彦
政治経済学部教授旧蔵のジョイス関係図書、故佐藤正彰文学部教授旧蔵の
フランス近代文学関係図書、故鵜澤聡明総長旧蔵の中国思想と法律哲学関
係図書、故赤神良議政治経済学部教授旧蔵のフランス社会学と社会思想関
係書など。また、未整理ながら、故斎藤正直学長旧蔵のフランス文学、故
山田肇文学部教授旧蔵の演劇関係図書などがある。
4大 型 コ レク シ ョン
「基本方針」では、上記の他に、本学の個性を形成するにふさわしい、
大型の特別コレクションを計画的に収集すると述べている。前掲の旧ソビ
エ ト連邦政府地図局制作の地勢図や 「ボーズル文庫」など特別資料費で
購入する大型資料、また、寄贈ではあるが 「林達夫文庫」のような個性的
な資料群を想定している。ここでは、過去に受け入れ られたコレクション
と、近年特別資料費で購入された大型資料で、前項で取 り上げなかった資
料群について紹介する。
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4.1黒 川家 旧蔵 書(中 央 図書 館、4,900冊)
近世の国学者黒川春村以来、真頼、真道、真前4代 にわたる蔵書。徳川
家関係、儀式、制度、地方(じ かた)、 経済、銭貨 など。一部が刑事博物
館に収蔵 されている。
4.2毛 利 家 旧蔵 書(中 央 図書館 、6,900冊)
長州藩毛利家伝来の蔵書で、歌書、歴史書、どからなる。天下の稀本と
いわれる 『源氏ものあらそひ』や里村紹巴系統の連歌書など、各家の自筆
や書入れ本、写本など貴重な資料を含む。藩政文書の転写本多数がある
が、刑事博物館に移管することになっている。『明治大学図書館所蔵毛利
家旧蔵本仮目録』(1992、 業務用)が ある。
4.3青 蓮 院文 書(中 央 図書 館 、135点)
1994年 度に購入。京都青蓮院伝来の文書で、時代的には鎌倉から江戸
後期までを含み、とりわけ中世文書は貴重である。朝廷や門跡の公文書、
消息、詠草などで、いずれも未公開資料である。
4.4イ ギリス王立国際問題研究所旧蔵書(中 央図書館、4,000
冊)
1996年 度に購入 した 「TheLibraryofInternationalPoliticsof七heRoyal
InstituteofInternationalAffairsatChathamHσuse」で 、1919か ら49
年 代 に刊 行 され た 国 際政 治 関係 文献 が 多 い。
5地 方史関係資料
地方史誌を蔵書個性化の核に据えることについて、図書館長は1998年
1月 の図書委員会で次のように説明された。
「本学は創設以来地方とアジア諸国から多くの学生を集め、それぞれに
おいて次代を担う有為の人材を育ててきたとい う歴史がある。さらに、21
世紀が国内的には 「地方の時代」、世界的には 「アジアの時代」に向かうこ
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とと 「自然 と人間」の共生を通 して環境問題が改 めて模索され続けていく
であろ うことが予測 され る。 この歴史像 と未来像 を結び付けて考えていく
とき、 自ず と浮かび上がって くるのが 「地域」 とい うキー ワー ドである。
地域に生きる住民の本来的な姿に向けて、羅針盤の役割を担 うのではない
か とい うことである。このことを勇気づ けて くれ たのが、本学にス トック
されて きた膨大な全国各地および中国 ・朝鮮の地方史 ・誌であ り、特色あ
る蔵書の形成 であ った。本学図書館が21世 紀 に向けて、 これ をさらに系
統的、持続的に収集 し、各専門分野における研究活用 とそれぞれの地域に
お ける内発 的な歴史認識 と、そ こか らの地域づ くりの利用に供することを
通 じての公共の福祉に資することは、本学のアイデンテ ィティの確立と社
会的信頼に応 える道であると考える。」
「2.1.2地 方史話(中 央図書館)」 で記 した ように、図書館 では1970年 代
か ら全国の 自治体が編纂す る史話類 を積極的に収集 してきている。地方史
は狭い意味での歴史学に限定 されるものではない。たとえば、県史 として
評価の高い 『福 島県史』や 『神奈川 県史』 を見れば一 目瞭然であるが、通
史編の他 に各論編 あるいは資料編 として、前者 は政治、産業経済、文化、
人物、民俗、自然 ・建設 、考古資料の各冊を用意 し、後者 も、政治 ・行政、
産業 ・経済、文化、自然、民俗 、考古資料、統計、人物の各冊をもってい
る。通史編の中にも、その地域 でのあ らゆ る分野の事象について歴史的叙
述がな されている。 この ことか ら分 かるよ うに地方史は総合 の学問であ
り、本学のすべての専門分野に資する資料であるとい うことができる。
現在図書館が収集 している地方史の範囲は次の通 りである。
(1)地 方 自治体史誌(県 ・旧郡 ・特別区 ・市町村史な ど),(2)地 方叢書 ・
史料集(『 信濃史料叢書』、『名古屋叢書』など),(3)教 育委員会等による
調査報告書(た だ し、考古学関係の個々の遺跡発掘調査報告書の類 は考古
学博物館で収集),(4)郷 土史団体 ・郷土史家等の刊行物,(5)国 藩史誌、
古地誌 、絵 図、古文書 目録,(6)各 分野史(教 育史、議会史、警察史、文学
史な ど)。
5.1地 方自治体史の所蔵状況
史詩の総数はおおむね把握できているが、実際にどの程度のカバー率に
なるのか、サンプル調査を行ってみた。明治期以来数次にわたって編さん
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を繰 り返 して きている自治体 もあるが、 ここではその最新版 を対象 とし
た。(自 治体数/刊 行 自治体数/所 蔵数)
都道府県史は47の すべてを所蔵 してお り、所蔵率は100%で あ る。
県庁所在地の市史は、47市 の うち名古屋市を除 く46市 で刊行 されてい
るが、そのすべてを所蔵 してお り所蔵率は100%で ある。なお、東京都 は
『千代 田区史』 を充てた。
自治体史編 さんの盛んな神奈川県は、県(1/1/1)と 市(19/18/18)は100%、
町(17/12/11)は92%、 村(1/1/0)は0%、 横浜市 と川崎市をあわせた特別
区(12/13/8)は62%で 、 トータル(61/45/38)で84%と 、特別区史の収集 に
努力の余地があるが、まず まずの所蔵率 とい うことができよう。
本学創設者である岸本辰雄の出身地である鳥取県は、県(1/1/1)と 市(4
/4/4)は100%で あるが、町(30/23/12)が52%、 村(4/3/2)が67%で 、 トー
タル(39/31/19)で は61%に とどまってい る。
なお、 旧郡史話 を長野県(16/16/14)で み ると88%で ある。
全体に、関東を中心 として 同心円を描 いて、遠隔になるに したがって所
蔵率は下がっていくようである。全体でどの程度カバー しているのか、神
奈川 県 と鳥取県のみ のサ ンプル調査で推測す ることはい ささか乱暴では
あるが、目子勘定で、1997年4月 現在全国3,232地 方 自治体の うち、75%(
2,424自 治体)が 史話 を刊行 し、本学図書館 はその75%(1,818自 治)程 度 を
所蔵 しているのではないか と思われ る。100%達 成の 日の くることが待 ち
望まれ るのである。
5.2分 野 史
不十分な調査ではあるが、全国規模で所蔵する資料群を上げてみる。意.
外なところでは、各道府県の警察本部と警視庁から刊行されている警察史
が、『北海道警察史』から 『沖縄県警察史』まで47都 道府県すべて揃って
いる。1975年 に刊行 された 『神田警察署史』は、神田古書店業や印刷業
の発展経過や、いわゆる神田カルチエラタンについても触れ られてお り、
神田外史、明治大学外史としても興味深いものである。
各自治体の教育委員会が刊行する教育史は、『愛媛県教育史 全10巻 』な
ど都道府県単位のものから、『千代田区教育百年史 全3巻 』や 『相模原布
教青史 全3』 など多数を所蔵する。『埼玉県行政史 全4巻 』や 『東京都政
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五十年史 全6巻 』などの行政史と 『東京都市計画資料集成全28巻 』等の
関連する政策資料、『茨城県議会史 全12巻 』や 『名古屋市会史全16巻 』な
どの議会史、『福島県労働運動史 全7巻 』や 『愛知県労働運動史』の労働
運動史、また、風俗誌、民俗誌、農地改革史、方言辞典や方言集の類など
も全国にわたって多数所蔵している。さらに、『長野県文学全集 全47巻 』
や 『新潟県文学全集 全14巻 』などの文学全集も広い意味で地方資料とい
うことができよう。
この他に参考図書として、全国各地域の百科事典、人物辞典、地名辞典、
郷土資料目録も相当数に上っている。
6お わ りに
冒頭にも記 したように、本稿は書誌学的な意味での蔵書紹介を目的にし
たものではない。蔵書の個性化と充実を通 じて本学図書館の活性化を図る
ための、一つの検討材料として、館長の述べる 「本学図書館がス トックし
てきたも」を洗い出してみようと試みたものである。筆者の管見する範囲
に止まるため、不十分な面があるか と危惧されるが、こうした資料群を基
盤に明治大学図書館として何ができるのか、大いなる議論の巻上がること
を期待するものである。
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